
00 2021 2018.7　広報 広報 　2018.7

ゆたかな心をはぐくむ
111 人権教育・啓発課　☎（232）2113人権のひろば

　菊陽南小学校は、全校児童80人、職員20人の学校で、保護者や

地域と結びついた教育活動をしています。昨年度は文部科学省から

優良 PTAの表彰も受けました。

　子どもたちは「鼻ぐり井手のボランティアガイド」「アユとウナ

ギの稚魚の放流」「グリーンカーテンづくり」「菊陽学園との交流」

「いも・野菜作り」など地域の皆さんからいろいろと教わりながら、

楽しく有意義に学習を積み重ねています。

　これらの「学習」を通して、子どもたちは地域の人たちから多く

のことを学び、自分たちの故郷に誇りを持つようになってきました。
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人権啓発標語 「ありがとう　その一言が　はぐくむ輪」 武蔵ヶ丘中学校　１年　矢原　彪
ひょう

雅
が
（現在２年生）

気付きたい誰かの“痛み”
　障がいのある人や妊婦さん、高齢者の人たちが街なかで不便・不自由な思いをしないようにさまざまなマークが考案
されています。何となく目にしていても、意外と気がついていない人も多いかもしれません。役場内を意識しながら歩
いてみるとマークがいくつもあることが分かりました（写真１，２，３）。私たちの生活する場には他にも各種マークがあ
りますが、身近にあるマークを皆さんはいくつご存じですか。
　写真１にあるこのマークは障がい者のための国際
シンボルマークで、障がいのある人たちが利用できる
建物・施設あるいは乗り物であることを示す世界共通
のシンボルマークです。車いすの利用者に限らず全て
の障がい者を対象としています。
　写真２にあるこのマークはオストメイトマークで
す。人工肛門や人工ぼうこうを造設している人（オストメイト）は、排せつ物を便器に排出する装具が必要ですが、その
交換に適した設備があるトイレだということを示しているマークです。
　写真３のマークは耳マークです。各課の窓口に掲示されていますが、筆談やはっきりと口元を見せて話すなどの応対
で聴覚障がい者のコミュニケーションをサポートすることを意味しています。
　私たちの社会は実に多様な個性をもつ人たちで構成されています。個性の違
いを理解し他者の痛みを共有する、共に生きる社会づくりのためにマークにつ
いて考えてみました。意識すること、そして正しく知ることがみんなが暮らし
やすい社会・町づくりの一歩になると思います。
　右の３つのマークにはどんな意味が込められていると思いますか。

地域とともにある学校

５月12日に鼻ぐり井手ボランティアガイドを務めました

菊陽南小学校学 校
♪

「自分のこと」 菊陽南小学校　２年　川端　星
せ

空
ら
（現在３年生）

　ぼくは、ユウヤさんの気もちがわかります。ユウ
ヤさんはきっと、（ランドセルがおちていたら、こっ
ちに持ってこないで、たなに入れておいてほしい）と
思っていると思います。
　ぼくも、イライラしている時は、ありがとうもおは
ようも言っていません。だからぼくと同じで、ユウヤ
さんはむしをしたんだと思います。
　ユウヤさん、もしイライラしていたり、いやなこと
があっても、むしはダメだよ。そしたら、先生にそう
だんするといいよ。ぼくもイライラしていたり、いや
なことがあってたらむしをしてしまうから、いっしょ
に直していこうね。めいれいもすることがあるから、
いっしょに直そうね。

　ヒロシさんにもふわふわことばを言ってね。ヒロシ
さんがいやがることはやめてね。ヒロシさんとなかよ
くしてね。ぼくも友だちとなかよくなれるようにがん
ばっているよ。ユウヤさんがちくちくをしちゃうから、
それがヒロシさんにうつって、ヒロシさんが、トモオ
さんのランドセルをけったと思うよ。ヒロシさんが、
ユウヤさんに言えなくてストレスがばくはつして、そ
れでトモオさんのランドセルをけっちゃうんだよ。
　もしかしたらそうじゃないかとぼくは思っているよ。
ぼくも同じようなことがあるからわかるよ。
　これからぼくは、イライラしていたりいやなことが
あっていたりしても、友だちをむししたりしません。
めいれいもしません。これからぼくはふわふわことば
を言います。人がいやがることはやめます。今はまだ
そんなに自信がありません。でも、やってみます。

（先生より）２年生の３学期に使った「ぼくのランドセル」
の話にでてきたユウヤさんと自分のことをしっ
かりと重ねることができた星空さん。これから
やっていきたいことを校内人権集会でも宣言し
ました。

大きく育てホウセンカ
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